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･近藤貞義 『毛筆画帖 第二巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm
･近藤貞義 『毛筆画帖 第三巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm
･近藤貞義 『毛筆画帖 第五巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm
･近藤貞義 『毛筆画帖 第六巻』淡海堂 明治29年 17.2×24.1cm
第四巻は欠落している｡ 以上すべて和紙｡
















針貝 綾 :旧長崎県師範学校関係美術科教育用図書調査報告 87
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科一年級 別号下編』金港堂書籍 明治29年 16.9
×24.5cm 12頁
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科二年級 上編』金港堂書籍
24.5cm 12頁
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科二年級 下編』金港堂書籍
24.5cm 12頁
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科三年級 上編』金港堂書籍
24.5cm 12頁 (ページ欠落あり)
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科三年級 下編』金港堂書籍
24.5cm 12頁
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科四年級 上編』金港堂書籍
24.5cm 12頁








以上すべて和紙｡『小学 毛筆画手本 高等科四年級 上編』は灰色の一色摺 り｡『小学
毛筆画手本 高等科四年級 下編』のみ多色摺 り｡ 表紙には長崎県東彼杵郡大村高等小学
校の印あり｡
･佐藤愛橘,神戸直吉 『新編毛筆画手本 高等科児童用 巻二』光風館書店 明治 33年
17.9×24.8cm 12頁 和紙 (注4a)
･文部省 『尋常小学 新走画帖 第五学年 男生用』東京書籍 明治 43年 15.0×
22.1cm 24頁 カラー
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･文部省 『高等小学 毛筆画帖 第一学年 男女生共用』 日本書籍 大正元年 14.9×
22.1cm 15頁 カラー
･初等図書研究会 『改訂 新撰 小学図画 二』三省堂 昭和6年 23.5×16.5mm 16
質 (ページの欠落あり)カラー
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が,｢満艦飾｣,｢飛行機｣｢飛行船｣｢軍艦｣｢航空母艦｣などのモチーフは,この教科書が
大戟問 (1931年)に発行されたことを物語っている｡
･文部省 『尋常 小学図画 第二学年 児童用』東京書籍 昭和 7年 15.0×21.1cm 26頁
･文部省 『尋常 小学図画 第五学年 男児用』東京書籍 昭和9年 14.9×21.1cm 27頁
･文部省 『尋常 小学図画 第五学年 女児用』東京書籍 昭和11年 15.0×21.4cm 21頁
･文部省 『尋常 小学図画 第六学年 男児用』東京書籍 昭和9年 15.0×21.2cm 17頁
1.2.国民学校用 昭和 16年 (1941)～昭和 21年 (1946)









二 男子用』大阪書籍 昭和 17年 15.1×21.0cm 48頁
二 女子用』大阪書籍 昭和 17年 14.9×21.0cm 32頁
三 男子用』大阪書籍 昭和 17年 15.0×21.0cm 48頁
三 女子用』東京書籍 昭和 18年 14.9×21.0cm
第一学年 男子用』大阪書籍 昭和 19年 15.1×21.0cm 46頁
第一学年 女子用』大阪書籍 昭和 19年 14.9×21.0cm 56頁
1.3.師範学校用
･文部省 『師範図画 本科用 巻-』師範学校教科書 昭和 18年 25.5×18.2cm 158頁
･岡山秀吉,安部七五三吉,伊藤信一郎共著 『新手工教科書 上巻』培風館 昭和 3年
(注6)22.0×15.0cm 320頁
『新手工教科書 上巻』の序には次のようにある｡




















･岡山秀吉,安部七五三吉,伊藤信一郎共著 『新手工教科書 下巻』培風館 昭和 3年
22.0×15.0cm 356頁
2.授業資料
･国民新聞社 『大礼記念 献上 全国児童模範作品集 図画 尋常科第三 ･四学年』三省



























･和田三造編 『配色総鑑 概説と其活用』博美社 昭和 9年 18.8×13.0cm
31指導書
･荒木寛畝 『小学 毛筆画手本 高等科教授法』金港堂書籍 明治29年 17.6×24.7cm
24頁 (ページ欠落あり) 多色摺 り
表紙右上に×で消された長崎県東彼杵大村高等小学校印,左上に長崎県東彼杵郡大村尋
常高等小学校の印あり｡
･上地逸太郎 『新走画帖 教授鷹用画集 附画き方 尋常小学第四学年』東京六合館 明
治44年 ? 12.9×19.2cm 35頁
中表紙に長崎県女子師範学校附属小学校の印あり｡
『新定画帖 教授応用画集 尋常小学第四学年』の凡例には本書の使用方法が次のよう








･文部省 『尋常 小学図画 第一学年 教師用』大阪書籍 昭和 8年 ? 14.8×21.1cm
96頁 (ページ欠落あり,奥付も欠落)







































･文部省 『尋常 小学図画 第四学年 教師用』
･文部省 『エノホン ー 教師用』大阪書籍





大阪書籍 昭和8年 15.0×12.1cm 90頁
昭和 16年 ? 29.5×20.9cm 85頁
昭和 16年 29.5×20.9cm 85頁
昭和 17年 14.8×21.0cm 112頁
昭和 17年 14.8×21.0cm 135頁
昭和 18年 14.6×21.0cm 174頁
4.一般美術図書







師範学校 (明治 19年6月～明治31年3月),長崎県師範学校 (明治31年4月～昭和 18














注 1 近藤貞義は安政3年に福井県小浜に生まれる｡ 岸派,漠画を学んだ後,明治 12年
大津師範学校画術専修科卒業｡宮城県尋常師範学校第二高等中学校,鹿児島の高等中学造
士館の図画教員を歴任｡明治 28年に滋賀県尋常師範学校助教諭となる｡ 大津の淡海堂か
ら明治29年にこの毛筆画教科書 『毛筆画帖』を出した他,明治 33年に 『毛筆習画帖』,
明治34年に 『小学毛筆画帖』を出版 した｡金子一夫 『近代日本美術教育の研究』中央公
論美術出版 1992年 596頁｡
注2 臨画とは手本を見て絵を習うこと｡ また,その絵｡








社 1985年 54頁｡金子一夫,前掲書 750頁｡荒木寛畝は毛筆画教科書 『小学 毛筆画
手本』(金港堂,明治29年)と-『小学 毛筆画帖』(明治35年)を金港堂から出版 した｡
『小学 毛筆画手本』については山形寛 『日本美術教育史』(黍明書房,1967年)117頁,
121頁,123頁,『小学 毛筆画帖』については山形寛,前掲書,129頁に記載あ り ｡
注4a 尋常小学校 と高等小学校用の 『新編毛筆画手本』は上原書店から,高等小学校用
の 『新編毛筆画手本』は神戸書店からの発行との記録あり｡ 山形寛,前掲書,122頁｡
注 5 岡田三郎助 (おかだ ･さぶろうすけ,1869-1939)洋画家｡佐賀市に生まれ,東
京で没｡はじめ曽山幸彦につき,のち黒田清輝の知遇を得て外光派を学んだ｡明治29年
(1896)東京美術学校助教授｡翌年渡仏 してラフアユル ･コランに師事｡その級,温雅な
作風で官展に重きをなし,美術学校で多 くの後進を育てた｡昭和 12年 (1937)文化勲章
を受ける｡ 代表作に 《某夫人の肖像》(1907年,東京,ブリジス トン美術館)などがある｡
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科書』(大日本図書,明治 37年)の編纂に携わる｡ 著書に 『小学校に於ける 手工教授の
理論及び実際』(明治41年),師範学校の手工教科書としては上原六四郎,安部七五三吉















審査員,昭和 2年 (1927)帝国美術院会貞となり,昭和 7-19年東京美術学校教授とし





注 10 自在画とは定規 ･コンパスなどを用いず,手だけで措 く画｡
注 11 用器画とは,定規 ･分度器 ･コンパスなどの器具を用いて,物体を点や線による
幾何学的図形で表現する技法｡土木 ･建築 ･機械などの設計に応用｡幾何画法｡
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付記
本稿は平成 18年度長崎大学大学高度化推進経費社会貢献 ･産学連携推進プログラム
｢地域に貢献する長崎学センターとしての 『デジタルアーカイブ』構築と生涯学習のため
のeラーニング素材の開発-旧長崎県師範学校関係資料公開のための日録化-｣による調
査報告の一部である｡
